
の海外相場

Open
High
Low

Settlement
Change

EFP 3.00 - 3.10 -0.018 - -0.013 3.00 - 3.50 -7.00 - -6.25 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前 0.2％ 予 0.1％ 前 0.2％ 予 0.0％ 前 24.2万件 予 23.0万件 前 101.4 予 100.6

前 0.2％ 予 0.2％ 前 0.2％ 予 0.2％

前 -2152億ドル 予 -1850億ドル

前 -6666億 予 2497億円 前 8.2％ 予 -2.5％ 前 337.4億ドル 予 278.7億ドル

前 3.7％ 予 3.3％

前 2.9％ 予 2.6％

前 1.3％ 予 0.4％ 前 -1.0％ 予 0.1％ 前 0.4％ 予 0.4％

前 0.1％ 予 0.2％

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

1,031.5

-246.8 

2018/4/3

-3.7 

18.9

Gold (Moz)

957.5
963.9937.3

1,336.7

571.2

-23.6 

478.3 1,358.0

491.527.9 1,602.7

9.0

13.2 1,424.6

2,782.5

-224.4 

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

16.430
16.473

935.4

Europe

1,356.7
1,356.3

1,341.9

AM

1,345.90

 Fixing Prices

3月卸売物価指数（ＰＰＩコア指数）

3月消費者物価指数（ＣＰＩ）

Asia

-18.1 

Mon Tue

16.655

LBMA/LPPM Fixing ($)

4月9日

955.00

926.00

          コメント

Thu FriWed

Precious Metals

ゴールド・シルバーは下落、プラチナは横ばい、パラジウムは小幅上昇となった。欧州時間はトランプ米大統領の発言を受けてシリア情勢の緊迫感が緩和される

中でドル強含み、貴金属は全般的に弱含んだ。前日に清算値ベースで2か月ぶりの高値を付けていたゴールドは利食い売りが先行する中で前日の上げ幅を

削って下落した。市場の注目はシリア情勢に集まりつつあるが、米国時間にトランプ米大統領が米中通商問題解決に向けた発言をした事もゴールドの弱材料と
なった。シルバーはゴールドにつられる値動きとなった。プラチナは方向感なく推移し、結果として横ばいとなった。パラジウムは一時値を下げる時間帯もあった
が、原油上昇のタイミングで反発し、結果として小幅上昇となった。

FX：

ドルは上昇し、主要通貨バスケットで5営業日ぶりに反発した。シリア情勢の緊迫感が緩和された事に加えて、欧州中央銀行（ECB）が公表した3月定例理事会の

議事要旨の内容がハト派寄りだった事を受けてユーロが対ドルで下落した。米ドル/円終値は107.35、ユーロ/ドル終値は1.2329。

4月12日

USA

2018年4月13日

936.5927.5
934.8
0.5

959.2
-1.8 

Source: LBMA/LPPM

PM

928.00

955.00

1,341.35

COMEX/NYMEX ($) Gold (Jun) Silver (May) Platinum (Apr) Palladium (Jun)

-0.295 

16.665
16.690

ＣＨ 3月生産者物価指数（ＰＰＩ）

ＣＨ 消費者物価指数（ＣＰＩ）

3月消費者物価指数（ＣＰＩコア指数）

3月月次財政収支

FOMC議事録要旨

4月ミシガン大学消費者態度指数前週分 新規失業保険申請件数3月卸売物価指数（ＰＰＩ）

ＪＰ 2月国際収支・貿易収支

ＧＢ 2月 製造業生産指数

ＧＢ 2月鉱工業生産指数

ＣＨ 貿易収支（米ドル）

独 3月消費者物価指数（ＣＰＩ）ＥＵ 2月鉱工業生産

ＪＰ 2月機械受注

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。  

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目的としており、

弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。 


